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農家住宅に係るニーズ調査の結果概要

○ 農家住宅のニーズの把握のため、農業後継者、特に⻘年就農者に対して、住宅及び住宅環境に関するアンケート調査を実施。（回答総数2,095件、回答率約９%）
○ 新築住宅の購⼊にあたっての課題は資⾦確保。新築希望は約６割あり、住宅においては広さや間取り、敷地内においては作業所や倉庫が重視される傾向。

１．調査概要

 親元就農者は実家、新規参⼊者は賃貸住宅や実家に居住する傾向。
 年齢が上がるにつれて、新築住宅や購⼊した空き家等に居住する傾向。単独・夫婦のみの世帯では賃貸住

宅、⼦育て世代では11％が新築住宅に居住する傾向。
 就農年数が⻑い世帯や収⼊が⾼い世帯は新築住宅に居住する傾向。

【新築住宅・⽊造住宅への意向】
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資金確保 住宅の広さや間取りの決定 家族間の調整 建築業者の選定 用地確保 その他

■ 親元就農者
■ 新規参⼊者

 資⾦確保、住宅の広さや間取り、家族間の調整で苦労する傾向。
 特に、新規参⼊者は、⽤地確保においても苦労する傾向。

資⾦確保 住宅の広さや
間取りの決定 家族間の調整 建築業者の選定 ⽤地確保 その他

【住宅以外の敷地内の要素で重視する点】 【住宅⽴地で重視する点】

 住宅購⼊にあたっては、住宅の広さや間取り、住宅性能、⽴地の安全性
を重視する傾向。

【住宅で重視する点】

１．調査期間 平成28年10⽉21⽇（⾦）〜11⽉11⽇（⾦）
２．調査対象 ⻘年新規就農者ネットワーク（「⼀農（いちのう）ネットの登録者」）

登録者数：全体24,084⼈（平成28年11⽉8⽇現在）
３．調査⽅法 ⻘年就農者ネットワークのメールマガジンからアンケートを発出
４．回答総数 2095件（登録者全体の約９%から回答）

【敷地⾯積の希望】

２．住宅確保の現状

４．新築住宅に対する意向

３．新築住宅の購⼊にあたっての課題
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親元就農者

新規参⼊者

300万円未満

300万円〜600万円未満

600万円〜900万円未満

900万円以上

販路の拡⼤

六次産業化・ブランド化

農業体験事業

農家レストラン

農家⺠宿・⺠泊

9% 4%総計
300以上〜500坪未満

39％

500以上
〜1000坪未満

1000坪以上

0%

20%

40%

60%

作業場 倉庫 車庫 庭の広さ 景観の良さ ガーデニング その他

 敷地内の要素としては、作業所、倉庫、⾞庫を重視する傾向。

 ⾮持ち家居住者のうち約６割が将来的に新築を希望し、⽊造住宅も
約６割が希望。

 ⾃然災害への安全性、通勤・通学に便利な⽴地を重視する傾向。
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の購⼊
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その他
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三世代世帯

5%

8%

14%

28%

5%

9%

8%

12%
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1〜3年⽬

4〜6年⽬

7〜10年⽬

11年⽬以上

300万円未満

300〜600万円未満

600〜900万円未満

900万円以上

0%

20%

40%

地震・台風等の自然災害への安全性 通勤・通学に便利な立地 日常的な買い物施設等へのアクセス 犯罪・交通事故に対する安全性 農作物の販売施設が近い 騒音・騒動、大気汚染などの少なさ 医療施設へのアクセス その他

45% 34% 10%7%全体

実家に居住 賃貸住宅 空き家等
の購⼊

新築住宅

その他
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新築購⼊の
希望有り

⽊造住宅
（昔からある伝統⼯
法のもの）

希望なし

わからない

⾮⽊造住宅
（鉄筋、鉄⾻、コンク
リート造りのもの）

300坪未満
48％

地震・台⾵等
の⾃然災害
への安全性

通勤・
通学に便
利な⽴地

⽇常的な
買い物

施設等への
アクセス

犯罪・交通
事故に
対する
安全性

農作物の
販売施設が
近い

騒⾳・騒動、
⼤気汚染など
の少なさ

医療施設への
アクセス

その他

※ 複数回答可（最⼤三つまで）。回答者は、現在、持ち家（購⼊時新築・⼀⼾建て住宅）に居住しており、新築の⼀⼾建ての購⼊時期を回答した者。

※ 回答者は持ち家（購⼊時新築・⼀⼾建て住宅）以外に居住している者。

※ 複数回答可（最⼤三つまで）。

※ 複数回答可（最⼤三つまで）。

作業所 倉庫 ⾞庫 庭の広さ 景観の
良さ

ガーデ
ニング

その他

※ 複数回答可（最⼤三つまで）。

⽊造住宅
（ツーバイフォー⼯法など
伝統⼯法以外のもの）

※ 回答者はアンケート対象者全体。

［就農形態別]

[年代別]

[世帯構成]

［就農形年数]

[世帯収⼊]

［世帯収⼊]

[農業⽣産活動以外で
重視する点]

住宅の広さ
や間取りの
決定

住宅の
性能

⽴地の
安全性

⽴地の
利便性

⽴地の
快適性

住宅の
外観

住宅の
リフォーム
のしやすさ

その他

※ 複数回答可（最⼤三つまで）。

親元就農者

新規参⼊者

農業法⼈
雇⽤者

20代以下

30代

40代以上

単独世帯

夫婦のみの
世帯

夫婦と未婚
の⼦のみの

世帯

三世代世帯

1~3年⽬

4~６年⽬

7~10年⽬

11年⽬以上

300万円未満

300~600
万円未満

600~900
万円未満

900万円
以上

 世帯収⼊が⾼いほど広い敷地を希望する傾向。農家⺠泊・⺠宿、
農業体験、農家レストランを重視する場合、広い敷地を希望。


